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十
一
月
に
入
っ

て
、
国
内
で
新
た

に
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
者
が
急
増

し
、
今
後
さ
ら
な

る
感
染
拡
大
が
予

想
さ
れ
る
見
通
し
、

と
の
報
道
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
冬
を
迎
え
、
感
染

の
再
拡
大
を
防
ぐ
為
に
不
要
な

外
出
を
避
け
る
事
は
、
今
は
大

事
な
行
動
だ
と
思
う
。

　

そ
ん
な
生
活
の
中
、
自
宅
に

居
な
が
ら
物
が
手
に
入
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の

利
用
が
広
が
っ
て
い
る
。
真
に

便
利
な
時
代
で
は
あ
る
が
そ
の

反
面
、
高
齢
者
を
中
心
に
ト
ラ

ブ
ル
が
広
が
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

慣
れ
な
い
画
面
で
の
操
作
手

順
が
、
高
齢
者
特
有
の
誤
注
文

を
招
い
て
い
る
。
商
品
の
確
認

表
示
や
注
意
書
き
が
小
さ
く
気

づ
き
に
く
か
っ
た
り
、
決
済
後

も
購
入
ボ
タ
ン
を
何
度
も
押
し

て
し
ま
い
重
複
注
文
し
た
り
、

一
回
限
り
の
つ
も
り
が
定
期
購

入
に
な
っ
て
い
た
り
と
本
人
の

購
入
意
思
と
は
違
う
状
況
に
な

っ
て
し
ま
う
事
も
あ
る
よ
う
だ
。

　

便
利
な
の
だ
か
ら
、
誰
も
が

よ
り
安
心
し
て
買
物
が
出
来
る

よ
う
に
、
売
手
側
に
は
、
ネ
ッ

ト
時
代
の
「
買
物
弱
者
」
を
守

る
対
策
も
考
え
て
ほ
し
い
。

（204）

芦
谷

　小
黒
義
明

　二
〇
二
二
年
の
北
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
出
場
を
目
標
に
シ
ョ
ー

ト
ト
ラ
ッ
ク
と
い
う
ス
ケ
ー
ト

競
技
を
し
て
い
ま
す
。

　

　シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク
の
盛
ん

な
野
辺
山
に
通
い
や
す
い
小
海

町
に
神
奈
川
県
か
ら
引
越
し
て

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
練
習
や

作
品
の
製
作
等
を
自
粛
す
る
グ

ル
ー
プ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
各

団
体
や
グ
ル
ー
プ
が
活
動
し
て

い
る
様
子
を
町
民
の
皆
さ
ん
に

観
て
い
た
だ
き
、
コ
ロ
ナ
の
自

粛
疲
れ
の
癒
し
の
場
に
な
れ
ば

と
、
第
四
十
八
回
小
海
町
文
化

祭
を
十
月
三
十
日
か
ら
十
一
月

三
日
ま
で
北
牧
楽
集
館
に
お
い

て
開
催
し
ま
し
た
。

　

展
示
の
部
に
は
、
陶
芸
、
絵

画
、
写
真
、
俳
句
、
生
け
花
、

き
ま
し
た
。
早
い
も
の
で
小
海

に
移
住
し
て
丸
二
年
が
経
ち
ま

し
た
。
引
越
し
た
当
時
は
次
男

が
産
ま
れ
て
数
ヶ
月
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
地
元
を
離
れ
て
暮

ら
す
こ
と
に
不
安
も
あ
り
ま
し

た
が
妻
を
説
得
し
て
こ
の
町
に

き
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ

と
も
あ
り
生
活
の
し
づ
ら
さ
を

感
じ
る
方
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
私
も
そ
の
一
人

で
す
が
幸
い
競
技
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
関
し
て
は
山
に
囲
ま
れ

た
小
海
町
の
環
境
に
救
わ
れ
、

書
道
、
草
木
染
め
、
公
民
館
の

各
教
室
の
作
品
、
社
会
福
祉
協

議
会
の「
二
輪
草
の
会
」と「
な

ご
み
」
の
通
所
者
の
作
品
等
の

出
品
が
あ
り
、
開
催
期
間
中
延

べ
二
五
〇
名
を
超
え
る
方
々
が

来
場
さ
れ
、
熱
心
に
作
品
を
鑑

賞
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

十
一
月
三
日
㈫
文
化
の
日
、

体
育
館
で
ス
テ
ー
ジ
発
表
・
合

同
音
楽
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ー
ラ
ス
、
舞
踊
、
詩
吟
、
バ

ン
ド
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
ヨ
ガ
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
や
峠
の
ロ
ー
ド
バ

イ
ク
（
自
転
車
）
で
体
力
を
落

と
す
こ
と
な
く
冬
の
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　小
海
町
で
の
生
活
は
神
奈
川

県
に
い
た
頃
と
は
大
き
く
変
わ

り
、
初
め
は
不
便
に
感
じ
る
こ

と
も
多
く
、
車
社
会
、
寒
す
ぎ

る
冬
、
季
節
の
変
わ
り
目
の
カ

メ
ム
シ
の
多
さ
（
笑
）
な
ど
私

も
妻
も
文
句
を
言
っ
て
い
ま
し

た
が
、
今
は
そ
れ
よ
り
も
小
海

町
の
良
さ
に
気
づ
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
野
辺
山
の
ス
ケ

ー
ト
リ
ン
ク
に
は
ほ
ぼ
毎
日
通

う
の
で
一
四
一
号
線
を
走
っ
て

い
る
中
で
感
じ
る
自
然
の
景
色

に
は
い
つ
も
驚
か
さ
れ
る
と
共

マ
ジ
ッ
ク
、
紙
芝
居
の
ほ
か
、

小
海
小
学
校
合
唱
ク
ラ
ブ
、
小

海
中
学
校
吹
奏
楽
部
、
小
海
高

校
・
軽
井
沢
高
校
・
小
諸
商
業

高
校
・
佐
久
平
総
合
技
術
高
校

に
日
々
癒
さ
れ
て
い
ま
す
（
こ

れ
を
書
い
て
い
る
時
は
紅
葉
シ

ー
ズ
ン
真
っ
盛
り
）。
青
い
空
、

夕
焼
け
、
雪
景
色
、
星
空
、
四

季
で
変
わ
る
山
々
の
ど
れ
も
が

美
し
く
、
移
住
し
て
空
を
見
る

機
会
が
増
え
た
こ
と
は
小
海
町

に
来
て
三
年
目
を
迎
え
、
い
つ

の
間
に
か
歳
を
重
ね
た
せ
い
も

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
…
。

　家
族
全
員
で
自
然
や
景
色
を

見
て
話
す
よ
う
に
な
り
、
小
海

町
の
美
し
い
景
色
が
妻
や
子
供

達
と
過
ご
す
時
間
を
よ
り
色
濃

く
充
実
さ
せ
て
く
れ
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　今
年
度
か
ら
は
長
男
が
保
育

園
に
通
い
始
め
、
先
生
方
や
お

・
野
沢
南
高
校
に
よ
る
合
同
演

奏
が
あ
り
ま
し
た
。

　

出
演
者
を
含
め
約
一
二
〇
名

を
超
え
る
皆
さ
ん
が
、
ス
テ
ー

ジ
で
発
表
さ
れ
る
全
十
七
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
毎
に
、
出
演
者
に
対

し
て
、
感
謝
の
意
を
込
め
た
大

き
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

特
に
最
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

高
校
生
合
同
バ
ン
ド
と
小
海
中

学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
曲

で
、
コ
ロ
ナ
の
自
粛
生
活
の
疲

れ
を
癒
す
大
変
す
ば
ら
し
い
演

奏
は
、
多
く
の
方
々
の
心
に
沁

み
渡
り
ま
し
た
。
文
化
祭
が
開

催
さ
れ
、
皆
さ
ん
の
癒
し
の
場

友
達
、
親
御
さ
ん
達
と
の
繋
が

り
に
も
恵
ま
れ
、
家
族
全
員
が

明
る
く
楽
し
ん
で
く
れ
て
い
る

よ
う
に
思
え
る
の
は
父
親
と
し

て
も
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
暗
い
ニ
ュ

ー
ス
も
多
く
、
シ
ョ
ー
ト
ト
ラ

ッ
ク
も
無
観
客
試
合
が
続
い
て

し
ま
い
一
選
手
と
し
て
も
残
念

で
は
あ
り
ま
す
が
、
二
〇
二
二

年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
向

け
て
こ
れ
か
ら
も
前
向
き
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　目
指
せ
小
海
町
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
選
手
で
す
。
小
海
町
の
皆

様
、
家
族
共
々
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

と
す
る
こ
と
が
で
き
た
達
成
感

や
芸
術
活
動
に
よ
る
充
実
感
は

普
段
の
生
活
に
は
欠
か
せ
な
い

も
の
で
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

第
四
十
八
回
小
海
町
文
化
祭
開
催
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舘
野

　泉

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

　

十
月
十
一
日
㈰
に
音

楽
堂
ヤ
ル
ヴ
ィ
ホ
ー
ル

で
、「
舘
野
泉
デ
ビ
ュ

ー
六
十
周
年
記
念
ピ
ア

ノ
リ
サ
イ
タ
ル
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
前
日

に
は
、
三
時
間
に
及
ぶ

綿
密
な
リ
ハ
ー
サ
ル
を

行
い
本
番
を
迎
え
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
対
策
と
し

て
入
場
者
制
限
を
し
て

の
開
催
で
、
前
売
券
が

完
売
し
た
後
も
、
キ
ャ

ン
セ
ル
待
ち
を
し
た
い

　

今
年
度
の
町
民
秋
の
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
は
、
十
月
四
日
㈰
に
川

上
村
の
横よ

こ

尾お

山や
ま

に
登
っ
て
来
ま

し
た
。
出
発
直
前
に
雨
が
降
り

始
め
、
天
気
が
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
川
上
村
に
入
る
頃
に
は

雨
は
止
ん
で
い
ま
し
た
。

　

横
尾
山
に
は
、
信
州
峠
の
登

山
口
か
ら
登
り
ま
し
た
。
き
つ

い
登
り
が
続
く
場
所
や
岩
場
も

あ
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
は
難

な
く
登
り
き
り
、
そ
の
健
脚
ぶ

り
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
横

尾
山
の
見
所
は
、
頂
上
や
、
コ

ー
ス
の
途
中
の
「
カ
ヤ
ト
の

原
」
で
見
る
こ
と
の
で
き
る
展

望
で
す
が
、
当
日
は
残
念
な
が

ら
曇
り
だ
っ
た
た
め
展
望
は
よ

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
参

加
者
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
景

色
に
代
わ
り
、
普
段
の
生
活

で
は
見
か
け
な
い
植
物
を
撮

影
し
た
り
、
背
の
高
い
ス
ス

キ
に
囲
ま
れ
た
道
を
歩
い
た

り
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
非
日
常

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

曇
り
の
肌
寒
い
日
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
会
話
も
楽
し

み
な
が
ら
、
気
持
ち
よ
く
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
様
お
疲
れ
様
で

し
た
。

　

十
月
十
八
日
㈰
～
二
十
日
㈫

に
、
松
原
の
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
、
令
和
二
年
度
長
野
県
高

等
学
校
新
人
体
育
大
会
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
県
内
の
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
の
十
五
チ
ー
ム
が
、

三
日
間
に
渡
り
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。
感
染
症
対
策
を
行

い
、
県
内
遠
方
か
ら
の
参
加
校

に
配
慮
し
た
日
程
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
出
場
し
た
各
校
の
選

手
の
は
つ
ら
つ
と
し
た
プ
レ
ー

や
、
最
後
ま
で
諦
め
な
い
姿
に

観
戦
者
か
ら
は
大
き
な
拍
手
で

応
援
が
あ
り
ま
し
た
。
北
信
地

区
代
表
の
二
校
に
よ
る
決
勝
戦

で
、
長
野
商
業
高
校
が
二
連
覇

を
し
、
来
年
三
月
に
栃
木
県
で

開
催
さ
れ
る
全
国
高
校
選
抜
大

会
へ
の
出
場
権
を
得
ま
し
た
。

等
の
お
問
合
せ
を
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
入
場

者
制
限
を
行
っ
て
い
る
趣
旨
を

ご
理
解
い
た
だ
い
き
、
お
断
り

を
し
た
経
過
も
あ
り
ま
し
た
。

　

来
場
さ
れ
た
約
七
十
名
の
方

々
は
、
舘
野
さ
ん
の
魂
を
込
め

て
ピ
ア
ノ
を
弾
く
姿
や
世
界
初

演
と
な
る
新
曲
の
披
露
が
あ
り
、

豊
な
音
色
が
響
き
渡
る
空
間
の

中
で
癒
さ
れ
充
実
し
た
時
間
に
、

大
満
足
さ
れ
た
様
子
で
惜
し
み

な
い
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

後
半
の
部
に
は
、
チ
ェ
ロ
リ

ス
ト
で
あ
り
ま
す
弟
の
舘
野
英

司
さ
ん
が
特
別
出
演
さ
れ
、
息

の
合
っ
た
す
ば
ら
し
い
演
奏
に

感
動
の
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。

ト
リ
オ
マ
ミ
ー
レ

コ
ン
サ
ー
ト

　

紅
葉
シ
ー
ズ
ン
真

っ
盛
り
の
秋
晴
れ
の

十
一
月
一
日
㈰
に
、

今
年
度
最
後
の
コ
ン

サ
ー
ト
と
な
る
「
ト

リ
オ
マ
ミ
ー
レ
コ
ン

サ
ー
ト
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

ト
リ
オ
マ
ミ
ー
レ

は
ピ
ア
ノ
・
ア
コ
ー

デ
ィ
オ
ン
・
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
の
ト
リ
オ
で
、

二
〇
一
八
年
七
月
に

結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
欧
の
景
色
が
見
え
る
「
ノ

ル
ウ
ェ
イ
の
森
」
や
ピ
ア
ソ
ラ

の
名
曲
を
中
心
に
、
全
十
四
曲

を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
息
の
合

っ
た
三
人
の
演
奏
に
、
拍
手
の

鳴
り
や
ま
な
い
す
ば
ら
し
い
コ

ン
サ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
知
恵
の
泉
コ
ン
サ

ー
ト
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
入

場
者
制
限
を
し
て
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
又
、
楽
集
館
や
美

術
館
を
会
場
に
す
る
等
の
感
染

症
対
策
を
図
り
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
例
年
ど
お
り
六
回

の
コ
ン
サ
ー
ト
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
が
、
引
続
き
入
場
者
制

限
を
し
て
の
開
催
と
な
る
見
込

み
で
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
民
秋
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
『
川
上
村　

横
尾
山
へ
』

「
県
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共育の広場共育の広場
教 育 委 員 会 だ よ り

教 育 こ う み …１１月号…
Vol.49

共育の広場

　10月に5年生のキャンプと6年生の修学旅行が行われました。どちらも、
新型コロナウイルス感染防止対策のため、当初予定から様々な変更を行い
ましたが無事に実施することができました。
「5年生：キャンプ」10月14日・15日に、北相木村長者の森の宿泊施設
を利用して行いました。自然散策、飯ごう炊さん、キャンプファイヤー、

きもだめし、木工クラフト体験等、
大自然の中で行うキャンプならで
はの貴重な体験ができました。
「6年生：修学旅行」10月21日
・22日に行いました。当初計画されていた目的地の東京方面を取り止
め、長野県内を巡る修学旅行としました。長野県立歴史館、森将軍塚古
墳、松代大本営地下壕跡、松本城、旧開智学校、諏訪大社などを見学し、
長野県の古代から現代までの歴史の流れを、体験を通して知る貴重な旅
となりました。

　小海中では、コロナ禍の中、例年とは違う形で学校教育活動を行っています。10月5・6日と3年生は、新潟
上越佐渡方面に修学旅行に行ってきました。1泊2日という日程でしたが、「楽しい2日間だった。」「仲間と過ご
し最高の旅行だった。」と生徒の感想。時間を守った行動、仲間を大切に、意識して声をかけあう姿など、この
修学旅行を通して生徒の成長を感じ取ることのできた2日間でした。
　3年生の修学旅行中に、２年生は、「地域のプロフェッショナルから学ぶ」と題し、地域のスーパー、薬局、
消防署、美容院の経営者をお招きし4つの講座で「働く」ことについてお話をお聞きしました。「仕事をしてい
る人はかっこいい。」「自分の趣味などを仕事にして働くの楽しそう。」「今しっかり勉強しないといけないとわか
った。」と生徒の感想。地域の方から職業のことだけでなく生き方を学ぶ有意義な機会となりました。
　1年生は、小海町社会福祉協議会から2名の講師をお招きし、ふ（ふだん）く（くらし）し（しわあせ）と教
えていただき、車いす体験、音のない世界の体験、視覚のない体験をしました。「相手を不安にさせないように
接したい。」「相手のことを考えることを大切にしたい。」と生徒の感想。実際に体験することを通して、相手
のことを思って行動する大切さを学ばせていただきました。地域の方々との交流や色々な行事を通して、小海中
生は思いやりの心の大切さや、ものの見方や考え方を深めています。

　小海高校では10月7日に総合的な学習・探求の日がありました。本校1年生は信州大学松本キャンパスを始め、
諏訪大社や尖石縄文考古館など県内の諸施設を見学しました。信州大学では実際に大学生の方から学校案内をし
て頂き、生徒はキャンパスの広さに驚きながらも、大学生の方のお話に目を輝かせていました。尖石縄文考古館
などの施設では、貴重な歴史的建造物や文献などを拝見し、生徒たちは歴史の深さを体感していました。また、
2年生は松代町の散策や、松代大本営地下壕を見学しました。江戸時代に松代藩真田家の城下町として栄えた松
代町に残る、城の跡や寺院、町並みなどをグループごと散策し、松代の歴史や文化に触れることができました。

小海小学校 キャンプ・修学旅行が行われました！

小海中学校 ３年生：上越・佐渡方面への修学旅行、２年生：キャリア教育学習、１年生：福祉体験学習を実施！

今! 小海高校 総合的な学習・探求の日！
3年生の修学旅行（佐渡金山） 1年生の福祉体験の様子 電子黒板でキャリア教育学習を受講する2年生

キャンプファイヤー

6年生の修学旅行（松本城）
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　この4月に北信地区の中野西高校より赴任してまいりました
山宮と申します。今年度は新型コロナウイルスによる臨時休校
に伴い、学校全体が例年とは異なるスタートとなりました。
　生徒が登校できないという状況は、私たち教員に「学校とし
て本当にやるべきことは何なのか」という問いを、より鮮明な
かたちで投げかけたように思います。私自身は一教師として、
「生徒が自ら学ぶこと」について一度立ち止まって考えました。
　現在、公立高校では、年間5～6回の定期テストを目安にし
ながら、毎日の授業が展開されていきます。そのようなサイク
ルのなかで、定期テスト後に「振り返り」の機会を設け、生徒
にそれまでの学習に関する認知を促す工夫が行われたりします。
　しかし、この「振り返り」にある種の難しさがあります。と
いうのも、かつて高校生だった私がそうであったように、ここ
では、「もっと勉強しておけば良かった」という反省が、毎回
同じように繰り返されるばかりだからです。そのねらいが、単
元という大きな学習内容を大観させたり、またその取り組みに
ついて改善を促すということであれば、それらの「振り返り」
はほとんど機能していないと言わざるをえません。
　この「振り返り不全」を打破すべく原因を考えるなかで、ふ
と気づいたことがありました。もちろん、生徒の表現力ややる
気が足りないということではありません。それは、生徒が自ら
の学習内容や学習過程を分析できる仕組みを、私たちが上手に
示していないのではないかということです。テストを終えたあ
とに、自分に何ができて何ができなかったのかを生徒自身が言
えるようなテストになっているだろうか（単純な得点の多寡で
はなく）。学習方法の何をどのように変えればどのような効果
が期待できるかを生徒自身が言える、そのような材料を彼らに
持たせているだろうか（満点獲得を目指した学習時間の量的な
最大化ではなく）。
　小海高生との授業を通して、彼らが自ら学ぶ術を少しずつ身
につけているように感じられます。私自身、この小海の地で生
徒とともに精一杯成長していこうと考えています。どうぞよろ
しくお願い致します。

熱 い 共 育 人
小海高等学校

地歴公民科
山宮 史嵩

vol.47
教育委員会情報 9月・10月

●町教育委員会・中学校組合教育委員会
9月定例会合同会議（9月29日）

・児童生徒の近況を報告しました。
・新型コロナウイルス感染症防止対策によ
る学校行事について協議しました。
・今後の事業計画を確認しました。
●町教育委員会・中学校組合教育委員会

10月定例会合同会議（10月29日）
・児童生徒の近況を報告しました。
・令和3年度関東甲信静市町村教育委員会
連合会総会の日程を確認しました
・今後の事業計画を確認しました。

学力向上にかかわる県教育委員会との
懇談会を開催しました

　例年行われている、県教育委員会との懇談
会を、10月29日㈭、北牧楽集館で開催し、県
教育委員会義務教育課の中村康則学校支援幹
をはじめ、東信教育事務所学校教育課長など、
県から 3名の先生をお招きして、町・中学校
組合教育委員と小海中学校長及び小海小学校
長が参加をしました。
　今年度は、新型コロナウイルス感染症対策
のため、毎年行われていた小学 6年生と中学
3 年生が対象の「全国学力・学習状況調査」
を全国的に見送ることとなりましたが、県教
育委員会から、調査で使われるはずだった児
童・生徒への質問用紙や、調査問題の活用方
法について提案をしていただきました。
　また、コロナ禍を越えていく学びの改革と
して、現在、国が進めるＧＩＧＡスクール構
想の実現に向けて、ＩＣＴの学びへの活用や、
長野県の児童生徒がめざす学びの姿について、
県教育委員会と町
・中学校組合教育
委員が意見交換を
し、有意義な時間
を過ごしました。

さらに、大本営地下壕で戦争の遺跡を実際に見てガイドの方から詳しいお話
を聞けたことで、戦争の悲惨さと平和の尊さを改めて学ぶ大切な機会になり
ました。そして3年生は学校で進路学習を行いました。就職を目指す生徒、

推薦入試を目指す生徒、一般入試を目指す
生徒それぞれが動き出しています。生徒た
ちは普段の授業や補習などに、より一層力
を入れながら、昼休みや放課後などを使い
面接練習や小論文指導などに一生懸命取り
組んでいます。生徒1人1人が希望の進路を実現できるように頑張っていって
ほしいと思います。
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■ヒロシのソロキャンプ　自分で見つけるキャンプの流儀
　ヒロシ
「不便も自由も一人で享受する」ソ
ロキャンパー芸人・ヒロシのキャン
プ本。100均ありブランドありの愛
用道具からキャンプ場選び・設営・
料理、はては動画撮影術までヒロシ
流キャンプの極意が満載。自分流キ
ャンプの参考にも良し、キャンプし
ない派も楽しめます。
■パンやのくまさん
　フィービとセルビ・ウォージントン
パンやのくまさんの何気ない、
そして穏やかな日常が描かれ
たお話です。淡々とした中に
も働くことの大切さ、健気に
生きる大切さを教えてくれま
す。くまさんシリーズは全6
冊、ぜひお楽しみください。

み ん な の 楽 集 館
図書館まつり２０２０開催！

今月の図書館

　秋の読書週間と町の文化祭にあわせて図書館まつりが開催され、児
童向けのイベントにたくさんの方が参加してくださいました。
　「わたしは誰でしょう？クイズ」は、ヒントを頼りに児童図書室に
ある絵本を探して、じっくり隅々まで読むと答えがみつかります。も
う一つの「シルエットクイズ」は、児童図書室に隠された絵本の登場
人物や場面のシルエットを探してクイズにチャレンジ。小さいお子さ
んでも答えられる問題ですのでご家族やお友達と探しながら楽しんで
頂きました。
　また「かぼちゃのバッグ」と「ハロウィーンリース」をつくる自由
工作コーナーや、児童に人
気の「すみっコぐらし」の
ＤＶＤ上映会も行いました。
　コロナ禍で色々な制約が
ある中ですが感染防止に努
めながら、本に親しんで頂
き、色々な楽しみ方が見つ
かる図書館を目指していき
たいと思います。
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「OSJ KOUMI 100」2020
ＯＳＪトレイルランニングレース第11戦が行われました。

開催日 2020.10.10 ～ 11　松原湖高原スケートセンタースタートの様子

上田信用金庫さんがモニターツアーに参加されました！
　憩うまちこうみ事業では、町が都市部企業と協定を結び、協定企業社員の福利厚生や研
修を目的とした町内施設とセラピーの利用拡大を目指しています。本年度は新型コロナウ

イルス感染症感染予防により、東京等都市部企業への訪
問ができないため、主に県内企業に対して事業をご案内しています。
　10月 2 日から 3 日には上田信用金庫さんがモニターツアーに参加され、リ
・デザインセラピーを体験いただき、松原湖畔の事業施設などを視察いただ
きました。また町と協定を締結し、職員の福利厚生のほか、職員研修での活
用を検討いただけることとなりました。
お問合せ先　総務課渉外戦略係　92−2525

憩
いこ

うまちこうみ　レポート 14
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町税等納期のお知らせ 〈令和2年12月～令和3年2月の納期は下記のとおりです〉

町税等の口座振替をご利用の方は納付月の26日が振替日となります。
前日までに残高の確認をお願いいたします。
※26日が土・日・祝日の場合は翌平日に振替えます。
また、窓口納付の方につきましては、納期限が各納付月の月末となります。
窓口納付の方は、便利な口座振替のご利用をおすすめします。
納税が遅れますと、督促状が送られ督促手数料が発生しますので、必ず納期限内に納税をお願いいたします。

口座振替日
12月28日㈪
　1　月26日㈫
　2　月26日㈮

町県民税（普通徴収） 国民健康保険税 介護保険料
（普通徴収）

後期高齢者医療
保険料（普通徴収）

４期 ６期
７期
８期

６期
７期
８期

６期
７期
８期

証明書等の交付請求における本人確認について

お問い合わせ　小海町役場　総務課窓口係　92－2525

　個人情報の保護や不正請求の防止を目的に、戸籍
謄抄本・住民票・諸証明等の交付請求時には本人確
認が義務付けられています。役場窓口へお越しにな
る際は必ず本人確認書類をお持ちください。
※印鑑証明の交付請求時には印鑑登録証をお持ちく
ださい。
■１点だけで本人確認が可能なもの
国・地方公共団体が発行した顔写真付き身分証
【例】運転免許証・マイナンバーカード・パスポ

ート・障害者手帳・在留カードなど

■２点以上の組み合わせにより本人確認を行うもの
　（※顔写真がない場合）
健康保険証・医療受給者証・学生証・社員証・年
金手帳・年金証書など

～代理人の方が交付請求する場合は～
　代理人の本人確認書類の提示をお願いします。ま
た、代理人が行う請求が間違いなく本人（委任者）
から頼まれたものであることを証明するために、本
人が作成した委任状が必要です。

・
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第一生命さんから
アルコール消毒の寄付を

頂きました

町税等の納付忘れは
ございませんか？



第 5 2 3 号 令和2年11月27日(　)9 役場からのおしらせ



令和2年11月27日 第 5 2 3 号 (　)10役場からのおしらせ

■令和 3年 4月 1日から、可燃ごみ、生ごみは新クリーンセンターで処理されます。
　【収　集　日】ご家庭からごみを出す曜日が変更となります。
　　　　　　　　‥来年度のごみ収集カレンダーで詳しくお知らせします。（ 3月中旬全戸配布予定）
　【分別の方法】可燃ごみと生ごみは一緒の袋でも出せるように検討しています。
　　　　　　　　‥今までどおり別々の袋でもかまいませんが、一袋の重さは10㎏以内を目安としてく	
　　　　　　　　　ださい。

新クリーンセンターの概要
【事 業 者】	 佐久市・北佐久郡環境施設組合
【建 設 地】	 佐久市上平尾2033番地　他　敷地面積　約19,000㎡
【建物概要】	 鉄骨造一部鉄筋コンクリート造、鉄骨鉄筋コンクリート造
	 　4　階建　　延べ床面積　約6,743㎡
	 建物の最大高さ　約29ｍ　　煙突の高さ　約45ｍ
【施設規模】	 ごみ焼却方式　ストーカ式焼却炉
	 　1　日に燃やせる量　110トン／日（55トン／日× 2炉）
	 処理対象物　一般ごみ・可燃性粗大ごみ
■処理の開始は、令和 2年12月からの予定です。
　‥小海町は、令和 3年 4月からごみを搬出します。
■ごみ処理対象区域は、組合を組織する佐久市・軽井沢町・	
　立科町・御代田町に南佐久郡の委託をする市町村です。
■ごみ処理量（目標計画値）
　1年間当たり目標値：29,355トン
【内訳】
　佐久市	 16,695トン
　軽井沢町	 6,953トン
　立科町	 1,471トン
　御代田町	 1,287トン
　南佐久郡町村	 2,949トン
　うち　小海町	 864トン

一般廃棄物と産業廃棄物の違い
■一般廃棄物とは、廃棄物処理法（第 2条）によると、産業廃棄物以外の廃棄物ということになってい
ます。
　　つまり一般廃棄物とは特定したものではなく、いつの時代もその時の廃棄物処理法上で産業廃棄物
とされた物以外の廃棄物のことをいうわけです。

■では、産業廃棄物とは、どのようなものでしょう。
　　現在の法律では、ごく簡単に言えば、事業活動により排出される、以下により分類されたものです。

　1　）特定の業種に限定して産業廃棄物となるもの
　　‥紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残さ　など。
　2　）業種を限定せず産業廃棄物となるもの
　　‥燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず、コン	
　　　クリートくず及び陶磁器くず　など。

小 海 町 の ご み の 話　〈その１〉



第 5 2 3 号 令和2年11月27日(　)11 役場からのおしらせ

　インフルエンザワクチンは、重症化や死亡の防止に一定の効果が期待されていますが、感染防止
の効果は証明されておらず、接種しても感染しないわけではありません。ワクチン接種により、接
種部位がはれたり、熱が出るなどの副反応症状がでたり、ごくまれに重篤な症状を引き起こす事も
あります。接種によって期待される効果と副反応についてご理解していただいたうえで、接種を希
望する方は、直接、各医療機関にお問い合わせください。《どなたでも希望により接種（任意接
種）できます。》

①接 種 期 間：令和2年10月接種開始から令和3年3月31日まで（ワクチンがなくなるまで）

②接 種 金 額：4,500円／回（医療機関によっては接種金額が変わります。）

③助成対象者及び助成金額：

・満60歳から64歳で、心臓、腎臓または呼吸器の機能に障害があり身の回りの生活を極度に制限され
る方、またはヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に障害があり日常生活がほとんど不可能な方。

・満65歳以上の生活保護の方は全額助成となります。

※医療機関によっては接種金額が変わりますが、個人負担額(1,000円)は変わりません。
　（予防接種１回の接種金額のうち、1,000円の個人負担額以外を町で助成します。）

④接 種 方 法：各医療機関に直接予約し、接種してください。
　　　　　　　　病院の窓口で、各自1,000円をお支払いください。

※医療機関によっては、償還払い（病院窓口で一旦料金を支払い、後日役場にて申請
後、ご指定口座へ振込みます）の場合もあります。なお、申請には領収書と印鑑が
必要です。

⑤町内の接種医療機関：佐久総合病院小海分院・小海診療所（町外の医療機関でも接種できます。）
　　　　　　　　　　　※乳幼児・児童・生徒の皆さんは、小児科医のいる小海分院での接種をお願いします。

　　　※基礎疾患が有り、かかりつけ医師がいる方は、そちらへご相談下さい。

※ご不明な点は、小海町役場 町民課 保健係（電話92−2525）までお問い合わせ下さい。

助成対象者 接種回数

・生後6ヶ月以上～
・13歳未満の方 2回

・13歳以上の中学生
・満65歳以上の方
・下記に該当される方

1回

接種金額例

1回につき4,500円

4,500円

町からの助成金額例

1回につき3,500円

3,500円

個人負担額

1回につき1,000円

1,000円

「インフルエンザ予防接種」と
接種費用の助成についてのお知らせ



令和2年11月27日 第 5 2 3 号 (　)12役場からのおしらせ

ひとり親世帯臨時特別給付金の基本給付の支給を受けたひとり親家庭の方
新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変したひとり親家庭の方へ

ひとり親臨時特別給付金の申請はお済みですか
・ひとり親世帯臨時特別給付金基本給付の支給を受
けている方（児童扶養手当が支給されている方）
　→新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計
が急変し、収入が減少した場合。

　☞収入が減少した事実があれば、減少額や割合に
基準はありません。

　ひとり親世帯臨時特別給付金（追加分） 1世帯当たり 5万円が受け取れます。（第 2子以降1人につき 3万
円を加算）お早めに支給要件をご確認ください。
　申請期限は令和 3年 2月26日までとなります。支給要件や申請についてご不明な点がある方は小海町役場
（92−2525）までご連絡ください。

・ひとり親世帯臨時特別給付金基本給付の支給を受
けていない方（児童扶養手当が全部停止になって
いる方・児童扶養手当の認定を受けていない方）
　→新型コロナウイルス感染症の影響で収入が児童
扶養手当を受給している方と同水準になってい
る場合

　→児童扶養手当の支給要件に該当している場合　

必ずチェック
長野県最低賃金！長野県最低賃金！

８４９円
効力発生年月日 令和２年１０月１日（木）～

（改正前 時間額８４８円）

「最低賃金制度」は、働くすべての人（※業種及び年齢、雇用
形態など不問）に、賃金の最低額（＝最低賃金額）を保障する
制度です。 【お問い合わせ先】

最寄りの労働基準監督署 又は、
長野労働局労働基準部賃金室
（☎０２６－２２３－０５５５）

時間額

１円
UP↑

長野労働局

長野県PRキャ
ラクター「アル
クマ」©長野県
アルクマ

令和２年度　敬老の日記念事業

100歳を迎える皆さんにお祝い状贈呈
　今年度100歳を迎える親沢の井出けさるさん、馬流清水町の菊池はまよさん、馬流高根町の篠原順二
さん、こうみの里の筒井信子さん、本村の依田ひろせさんに、内閣総理大臣賞、長野県知事賞、小海町
長からの記念品が贈られました。町には今年度100歳を迎えられる 5名を含め、100歳以上の方が15名お
いでになります。

馬
流
高
根
町
の
篠
原
順
二
さ
ん
（
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真
左
）

親
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の
井
出
け
さ
る
さ
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（
写
真
左
）

こ
う
み
の
里
の
筒
井
信
子
さ
ん（
写
真
中
央
下
）



第 5 2 3 号 令和2年11月27日(　)13 役場からのおしらせ
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令和2年11月27日 第 5 2 3 号 (　)14役場からのおしらせ

第51回小海町・北相木村・南相木村花卉園芸品評会
　 9月11日㈮北牧楽集館において、第51回小海町
・北相木村・南相木村花卉園芸品評会が開催され
ました。 3町村の花卉農家から輪菊を中心に66点
の花が出品されました。
　本年は、春先から夏にかけて、日照・降水・気
温など気象変動が激しく、彼岸物の遅れ、揃いの
悪さが心配されましたが、花卉農家の方々の努力
により、いずれも素晴らしい作品が出品されまし
た。特賞の「秀

しゅう

の灯
ひ

穂
すい

」につきましては、花弁の
伸び、花首、天葉とのバランス、下から上までの
葉の大きさも均整がとれており、見事な輪ギクで
した。受賞者につきましては、下記の通りです。

　新型コロナウイルス感染拡大の影響により、佐久地域の7月の有効求人倍
率は1.14倍と、約4年7ヶ月ぶりに1.2倍を割り込む水準となっています。
また、事業主都合により解雇等を余儀なくされた求職者の方も増加している
ことから、有効求人倍率は今後も低水準で推移するものと思われます。
　そのような中、求職者の皆さんの再就職の機会を広げるため、求人の確保
がハローワークとしての喫緊の課題となっています。
　事業主の皆様におかれましては、人材を有効に活用するためにも、ハロー
ワークへ求人をお申し込みいただきますよう、お願いいたします。
　なお、求人に関するお問い合わせ等につきましては、以下の担当までお気
軽にご相談ください。
お問い合わせ先
　ハローワーク佐久　求人担当　小林（巌）、奥野木、土屋（晃）
　電話 0267−62−8609

井 出 洽 治

　

油 井 和 久

井 出 洽 治

高 橋 洋 一

岡 部 充 人

井出はつ子

菊 原 　 隆

小 林 直 幸

氏　名

北相木村

　

小 海 町

北相木村

南相木村

小 海 町

北相木村

南相木村

北相木村

住　所

秀 の 灯 穂

　

コ ン ビ

王 林

旭

と き め き

秀 の 灯 穂

セ イ リ ミ ニ

リズムラベンダー

品種名

特　賞

一　等　

１　小海町長賞

２　北相木村長賞

３　南相木村長賞

４　小海町議長賞

５　北相木村議長賞

６　南相木村議長賞

７　長野八ヶ岳農業協同組合代表理事組合長賞

等　　　　　級　（賞）

〜ハローワーク佐久からのお願い〜

求人申し込みはハローワークへ！
今年も小海町大使の
遠藤章雄さんから
50万円のご寄付を
頂きました
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小海町店舗新築等助成事業について
　平成28年度から「小海町店舗改装助成事業」として、店舗の増改築やリフォーム工事を行う事業者に
対し、対象工事費の50％（上限額100万円）を助成し、町内経済の活性化と店舗の魅力・誘客力の向上
を目的に助成事業が始まりました。次の表のとおり多くの店舗等の皆様にご利用をいただいております。

※最新の制度概要　「小海町店舗新築等助成事業」
　●対象者：町内で店舗を設け店舗経営を行おうとする者、又は行っている者
　●助成金額
　　・新築・増改築工事
　　　対象工事費の50％、上限額は200万円（上限額まで複数回申請可能）
　　・魅力向上ソフト事業
　　　対象工事費の80％、上限額は10万円　
　　※詳細はお問合せください。（担当：小海町役場　商工観光係まで　電話92−2525）

補助金返還について
　令和元年度助成事業において、補助金の返還命令を実施した案件が 1件発生しました。町の調査
及び申請者への聴取の結果、「実績報告書兼補助金交付請求書」に添付された領収書の写しが虚偽
のものであることが判明したため、補助金の返還命令を行いました。当町は不服申立の機会、手続
を教示した上で、申請人に対し返還命令を発しておりますが、申請人からは特に不服申立はなされ
ずに当該補助金全額の返還を受けております。
　本件補助金は工事の完成及び対象工事費全額の支払が完了していることを条件として支給される
ものです。現地調査により町は申請された工事の完了を確認しましたが、交付請求時点において工
事費を完済しておらず、工事費全額の支払が完了したとの虚偽の領収書を本件補助金申請に使用し
たことは、看過しがたい重大な事態であると認識しております。なお、申請人が事後に工事費の支
払を完了した事情があるにせよ、規則に違反する補助金の交付請求でした。
　今後このような事例が起きないように要綱の見直し、より丁寧な申請手続の説明、確認の実施な
どを検討しております。本件事案の発生により、補助金の活用・申請が萎縮してしまうことは町と
して望むところではございません。助成希望者の店舗等の皆様には、よりわかりやすく、利用しや
すい助成事業にし、店舗の魅力向上、誘客力向上につながるように助成事業の活発化を目指してま
いります。

年　度 件　数 事　業　費 補助金額 備　　考

平成28年度 05件 13,231千円 04,722千円

平成29年度 07件 17,385千円 06,637千円 新築も対象に

平成30年度 10件 25,730千円 07,785千円

令和元年度 08件 18,944千円 05,843千円

令和 2年度
（ 9月末時点）

17件 33,987千円 13,292千円 上限額を200万円に
複数回申請可能
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裁判員制度～まもなく名簿記載通知を発送します！
　裁判員制度は、スタートから10年以上が経過し、令和元年12
月までに約10万人の方が裁判員・補充裁判員として裁判に参加
されています。
			裁判員制度は、国民の皆さまのご協力なしには成り立たない
制度ですので、引き続きご理解とご協力をお願いいたします。

★裁判員候補者名簿記載通知について
　令和 3年の裁判員候補者名簿に登録された方には、本年11月
中旬に名簿に登録されたことの通知（名簿記載通知）をお送り
します（令和 3 年 1 月 1 日時点で20歳以上の方に限られま
す。）。この通知は、来年 2月ころからの約 1年間に裁判所にお
越しいただき、裁判員に選ばれる可能性があることを事前にお
伝えし、あらかじめ心づもりをしていただくためのものです。
　なお、この段階では、まだ具体的な事件の裁判員候補者に選
ばれたわけではありませんので、すぐに裁判所にお越しいただ
く必要はありません（実際に裁判所にお越しいただくことにな
った場合には、別途お知らせします。）。

★裁判員候補者名簿ができるまで
　裁判員候補者名簿は、市区町村の選挙管理委員会が選挙人名簿
からくじで無作為抽出した名簿を基に、全国の地方裁判所で作成
します。
　裁判員候補者名簿に登録される人数は、予想される裁判員裁判
対象事件の数などによって毎年変動しますが、令和 3年の名簿に
登録される方の人数は、全国で約23万6,600人です。

★調査票について
　裁判員候補者名簿に登録された方には、名簿記載通知のほか、調査票をお送りします（令和 3年 1月
1日時点で20歳以上の方に限られます。）。
　この調査票は、裁判員候補者の方の事情を早期に把握し、調査票のご回答の内容により、 1年を通じ
て辞退が認められる場合等には裁判所にお越しいただくことのないようにして、裁判員候補者の方々の
ご負担を軽減するためのものです。お尋ねする項目に当てはまらない方は、返送していただく必要はあ
りません。

・調査票でお尋ねすること
　調査票では、①裁判員になることができない職業に就いているか、② 1年を通じての辞退希望の有
無・理由、③月の大半にわたって裁判員になることが困難な特定の月がある場合の辞退希望の有無・
理由をお尋ねします。

・辞退の申出ができる時期について　
　辞退の申出ができる時期に制限はありません。
　この調査票で辞退を申し出なかった場合でも、実際の事件の裁判員候補者に選ばれた際にお送りす
る質問票や裁判所で行われる選任手続の際に辞退を申し出ていただくことも可能です。

選任手続の流れ

【10月中旬～下旬】
名簿の作成

今年

来年以降

【11月中旬】
候補者への通知　調査票の送付

【6週間前まで】
名簿からくじで選ばれた方への選任
手続期日のお知らせ・質問票の送付

【選任手続期日当日】
裁判所での選任手続

〈名簿記載通知の発送用封筒〉（令和元年11月送付分）
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小海町インフォメーション小海町インフォメーション
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子 育 て 支 援 だ よ り

子育て支援センター事業
★パパ・ママ　カンガルーひろば
・12月 3 日㈭　10時～　「フラワーアレンジメント」
★おもちゃランド
・12月24日㈭　10時～　「クリスマス会」

児 童 館 事 業
★子ども教室
・12月12日㈯　 9 時～　「クリスマス会」
・12月16日㈬　放課後～「しめ縄教室」

次 世 代 育 成 事 業
★元気な小海っ子「親子スケート教室」
・12月20日㈰
・12月27日㈰
・ 1 月17日㈰

１２月の子育て支援教室 お問合わせ
小海なかよし児童館　９２−２５８０

※各教室は新型コロナウイルス感染症予防のため延期、又は中止になることもありますのでご了承ください。

　10月3日に小海保育所で運動会
が行われました。今年は新型コロ
ナウイルス感染症予防対策をとり
ながら、内容を工夫しての開催と
なりました。年長園児の皆さんの
よさこいソーラン節とバルーンの
演目では、毎日練習を重ねた成果
が出て、息の合った素晴らしい姿
を見せてくれました。

小海保育所 運動会！

１１月は児童虐待防止推進月間です 【未来へと 命をつなぐ １
いちはやく

８９】

お問合わせ：佐久児童相談所　℡0267－67－3437

オレンジリボンには
子ども虐待を防止するという
メッセージが込められています。
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◆白樺結婚相談(小海町・佐久穂町・南相木村・北相木村)
・12月20日㈰　13時30分～16時
　佐久穂町社会福祉協議会こまどり支所
　　　　　　　　　　（八千穂老人福祉センター）
◆小海町結婚相談
　月～金曜日の8時30分～17時15分まで、小海な
かよし児童館にて受付けております。お気軽にご相
談ください。

※相談はご本人でもご家族でも結構です。

結婚推進事業 ～婚活のすすめ～ 白樺結婚相談所 主催 Winter Party

令和３年度　小海保育所入所のご案内
　町では、令和3年度小海保育所入所申込を受付けます。入所する際には、町から保育の必要性につい
て保育の認定を受ける必要があります。この保育の支給認定申請は、入所申込と同時に行います。

１、入所できる児童(入所要件)
（１）保護者が昼間に労働していること、又は求職活動を行っている。
（２）母親が妊娠中、又は出産後間もないことのほか、疾病等で保育ができない。
（３）介護を必要とする同居の親族を常時介護している。など
　　　上記のような入所要件があり、入所申込と支給認定申請が必要となります。

２、入所申込
（１）受付期間…11月24日㈫～12月11日㈮
（２）受付場所…小海保育所
　　　【継続入所者は園児を通じて継続入所申込書を配布します。】
　　　＊来年度途中入所を予定している方は、入所申込受付期間中にご相談の上申込をして下さい。

３、入所申込に必要な書類
　　（小海保育所、小海なかよし児童館、役場窓口）　
（１）支給認定申請・入所申請書
（２）入所資格認定に必要な書類
　　　・就労等証明書（事業所証明）
　　　・妊娠出産、疾病、介護等…母子手帳(写)、身障手帳(写)、医師の診断書等
　　＊小海町のホームページにも掲載してあります。

４、保育料算定に必要な書類（令和2年1月1日現在小海町に住所がない方）
（１）前住所地の所得証明書
　　＊子ども子育て支援法により保育料が無償化されていますが、事務手続き上必要です。

○不明な点は、小海保育所（電話92−2351）までお尋ね下さい。

コロナ禍だからこそ出会いの場所を提供
いたします！
日　　時：12月6日㈰ 10時～
場　　所：小海リエックスホテル
参 加 費：男性1,000円　女性1,000円
募集定員：男性10名　女性10名
お問合せ：小海なかよし児童館

　　　　　（子育て支援係）
　　　　　TEL 92−2580

場　　所：小海リエックスホテル
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〈編集・発行〉社会福祉法人　小海町社会福祉協議会／〒384−1103　長野県南佐久郡小海町大字豊里805番地　ＴＥＬ．92−4107㈹　ＦＡＸ．92−2457

〜理念〜　誰もが皆、自分らしく生きる為に、支え合う地域づくりを目指します。

やすらぎ園だより
No.181

～私たちの住んでいる小海の今とこれからを考える～
●日　　時　令和2年12月13日㈰　受付13：00～
●場　　所　小海町総合センター　大ホール
●講　　師　まねきねこ喜多　浦野千絵　氏（長野県生活支援コーディネーター養成講師）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（若年性認知症コーディネーター：全県　東信担当）
●参加対象　小海町にお住まいの方、小海町で働いている方
●参 加 費　無料　　参加申込‥‥12月8日㈫までに社会福祉協議会へ（92−4107）

小海町社協会費結果
　皆様の温かいご理解と善意により下記の通り募集結果がまとまりましたので報告いたします。なお、福祉委
員の皆様、法人関係の皆様ご協力ありがとうございました。

一般会費（個人世帯）　1,353件　2,158,000円

特別会費（法人）　40件　380,000円　11月6日現在、以降次号に掲載させていただきます。

地区名 会員（口）数 金額（円） 地区名 会員（口）数 金額（円） 地区名 会員（口）数 金額（円） 地区名 会員（口）数 金額（円）
本  間  下　 78 96,000 馬 流 本 町 28 58,000 芦      谷　　 68 109,000 土 村 南 町 63 94,000
本  間  上　 55 104,000 馬流清水町 33 57,000 小  海  原　 10 12,000 土 村 旭 町 41 84,000
宮     下　　 22 47,000 鎰      掛　　 61 74,000 中      村　　 17 18,000 土 村 栄 町 56 95,000
本  間  川　  31 65,000 二 タ 小 池 33 36,000 本      村　　 59 63,000 土村清水町 34 59,000
溝  の  原　 20 31,000 八  那  池　 76 144,000 親      沢　　 64 95,000 東  馬  流　 91 130,000
五     箇　　 9 18,000 松      原　　 54 128,000 川      平　　 35 35,000 大     州　　 10 14,000
杉     尾　　 16 25,000 芦      平　　 13 30,000 卒      道　　 16 39,000 大     畑　　 63 72,000
馬 流 元 町 51 85,000 稲      子　　 53 66,000 笠      原　　 14 20,000
馬流高根町 30 71,000 箕      輪　　 22 31,000 宿      渡　　 27 53,000 合　計 1,353 2,158,000

法人名等（敬称略） 金額（円） 法人名等（敬称略） 金額（円） 法人名等（敬称略） 金額（円）
八十二銀行小海支店　　 5,000 加藤商会㈱ 20,000 ㈱ヤナショウ　　　 20,000 
渡辺歯科医院　　　　　　　 20,000 ㈱北原組　　　　　 20,000 黒沢燃料㈲ 10,000 
㈲なかじま建築　　 10,000 小海環境サービス㈲ 20,000 特別養護老人ホーム こうみの里 5,000 
㈱黒澤組　　　　 20,000 ＪＡ長野八ヶ岳農協　　　　 20,000 （一社）小海町開発公社 5,000 
㈱新津組　　　　 20,000 ㈲陸大　　　 10,000 南佐久中部森林組合 5,000 
㈲ツチハシ 10,000 ㈲篠原製作所 20,000 ㈱みつわ 20,000 
内田孔建設㈱　　　 20,000 高原のパンやさん 10,000 小海郵便局 20,000 
清水屋商店 20,000 風とり 10,000 ㈱カネト 5,000 
㈲カクナン　　　　　　　 20,000 ㈲土橋工務店 5,000 ㈲わたや 10,000 

合　　計 380,000

主な事業 事業内容

地域福祉推進事業 やすらぎ園において食事の無料サービス事業・健康福祉まつりやボランティア事業、研修や講座、
地区のサロン推進など地域福祉事業に使われます。

希 望 の 旅 事 業 障がいを持った方の外出、旅行の機会を提供する事業です。

介 護 予 防 事 業 介護予防を中心として、家に閉じこもりがちな高齢者の日常動作訓練、入浴事業、見守り事業など。

令和2年度　ご近所支え合い講座のお知らせ
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福 祉体験学習を行いました
　10月9日、組合立小海中学校1年生37名を対象に福祉体験学習を行いました。
　・車いす体験　・視野が狭い体験　・耳が聞こえづらい体験　・指先が不自
由体験を行いました。
　はじめて車いすを操作する生徒さんも多く、体験中はとまどう場面もありま
したが習ったことを一生懸命体験しようとする姿が印象的でした。
　福祉体験学習は話を実際に聞き、疑似体験することで福祉を身近に感じ、自
分たちに何が出来るかを考える大事な機会です。今後も福祉に触れ地域で助け
合いの輪がさらに広がっていくことを願っています。

　赤い羽根共同募金は社会福祉法で使途・目標額が定められた募金活動で都道府県ごとに行われています。令
和 2年度も「地域の助け合いや福祉活動等の支援、生活困窮
者、虐待、権利侵害などの支援、自然災害により被災した方
々への支援」等、歳末助け合い運動と一緒に募金活動を実施
いたします。
　今年度も11月18日より12月の20日までの間、各地区の日赤
奉仕団員さんが各戸へ伺い集めさせていただきますので、皆
様のご協力を宜しくお願い致します。

　10月1日、2日の一泊二日で希望の旅に行ってきました。
　希望の旅とは、日頃障がいの為に外出の機会が少ない方、及びそ
の介護者を対象に行われ、観光を楽しみながら交流と心身のリフレ
ッシュをしていただく事業です。今年度は〝コロナに負けるな！地
元応援の旅〟ということで小海町町内で行いました。
　1日目は憩うまち小海事業体験として松原湖湖畔を探索し、午後
はヨガ体験を行いました。湖畔探索では自然の中をゆっくりと歩き、
植物や鳥の鳴き声等の普段気付かない自然の魅力を堪能しました。
ヨガ体験では座って出来るヨガという事で、ゆっくりと体をほぐし心身共にリフレッシュが出来ました。
　2日目はリエックスホテルでケーキのデコレーション体験を行いました。初めての体験で大変でしたが、
皆さん世界に一つだけのオリジナルケーキを作ることが出来ました。
　2日間で普段当たり前のように暮らしている小海町の魅力を再発見出来る良い旅行となりました。

希望の旅に行ってきました !

　
小
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共同募金会　小海町支会より
赤い羽根共同募金・歳末たすけあい運動にご協力をお願いいたします。

小海町の目標額　2,200,000円　
強制ではありません。

温かいお気持ちをお寄せください。
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小海の植物小海の植物

染めごよみ�
文・写真／四反田　有弘

「草木染の会」主宰　森林インストラクター
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フォトニュース

小海中学校清流祭「合唱発表会」が11月2日に開催され、
各クラスのすばらしい混声合唱の発表がありました。
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色い
ろ

を
染

め
、
チ
タ
ン
媒
染
で
は
萱か

ん

草ぞ
う

色い
ろ

を
映
し
出
し
ま
し
た
。
キ
ク
科

の
植
物
は
花
弁
を
煮
出
し
て
染

液
が
取
れ
る
数
少
な
い
植
物
で

す
。
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や
黄
花

コ
ス
モ
ス
、
向
日
葵
な
ど
良
い

色
が
染
め
出
せ
ま
す
。

広
川
泰
士
写
真
展
開
催
中

エゾギク

ポンポンマム




